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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成26年11月27日(2014.11.27)

【公開番号】特開2013-95635(P2013-95635A)
【公開日】平成25年5月20日(2013.5.20)
【年通号数】公開・登録公報2013-025
【出願番号】特願2011-240104(P2011-240104)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  31/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  31/36    ６０１Ｈ

【手続補正書】
【提出日】平成26年10月8日(2014.10.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２８】
［合成例２］
　水ガラス溶液（富士化学（株）製：ＳｉＯ２／Ｎａ２Ｏ（モル比）＝３．２０）１４０
ｇに、水３５ｇを加えて混合し、Ｓｉ濃度１０質量％の水ガラス溶液を得た。
　得られた水ガラス水溶液６６．２ｇを硫酸濃度１０．７体積％の硫酸（水１６５．６ｍ
ｌに濃硫酸２０ｍｌを混合したもの）２００ｇ中に滴下し、常温（２５℃）下で沈降性シ
リカを析出させた後、減圧下でブフナー漏斗を用いて固液分離し、ＳｉＯ２を含む固形分
（沈降性シリカ）２８．９ｇと、不純物を含む液分２３７．３ｇを得た。なお、ｐＨは滴
下終了時まで１．０以下に保った。
　得られたＳｉＯ２を含む固形分（沈降性シリカ）に対して、常温（２５℃）下で硫酸濃
度１０．７体積％の硫酸を２００ｇ添加してｐＨが３．０未満のスラリーとした。このス
ラリーを固液分離した後に、得られた固形分を、蒸留水を用いて水洗した。その後、水洗
した固形分を１０５℃で１日乾燥させ、高純度シリカ１４．５ｇを得た。
　得られた高純度シリカにカーボン（東海カーボン社製：平均粒径１ｍｍ）を２．８ｇ加
えて混合し、高純度シリカとカーボンの混合物を得た。
　得られた高純度シリカとカーボンの混合物中の不純物（Ｂ、Ｐ、Ａｌ、Ｃｕ、Ｆｅ、Ｍ
ｇ、Ｃａ、Ｎｉ、Ｔｉ）の濃度を、上述した分析方法を用いて測定した。その結果を表１
に示す。
　得られた高純度シリカとカーボンの混合物は、Ｓｉの回収率が９７．０％であった。
　また、得られた高純度シリカとカーボンの混合物（Ｃ／ＳｉＯ２のモル比：３．５）１
０ｇを管状炉に入れて、１６５０℃で３時間、アルゴン雰囲気下で焼成した。得られた焼
成物についてＸ線回析を行った。結果を図３に示す。
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